
 

●１０日、党

を代表して岡

田よしひで議

員が質問に立

ちました。 

県は、国の方針に沿って、市町村が独自に決

めている国保保険料を県下一律の保険料にする

取組を進めており、この８月にも県下市町村の

合意を取り付けようとしています。 

全国知事会は国保の財政運責任が 2018年度よ

り都道府県になる際、持続的に国保を運営する

には国費を更に一兆円投入する必要があると決

議し求めたものの、国は 3400 億円の財政支援で

済ませています。 

●岡田議員は、この国の県下一律保険料への流

れは、私たち国保加入者のためではなく、今で

さえ足りない保険制度維持のための国費支援を

さらに削減するためであり「国保の安定化につ

いては、国の負担を削る方向を根本から見直し、

思い切った国費の投入が重要だ」「市町村との合

意形成ができるまで、期限を切らずにしっかり

議論をすることが大切だ」と、知事の姿勢を正

しました。 

●浜田知事は、「全国知事会とも連携しながら必

要となる国費の確保について意見を述べて行く」

「期限ありきで強引に押し切るということでは

なく、よく話し合いをして理解を得ながら進め

合意形成を図りたい」と答えました。 

●日米首脳

共同声明で

の軍事費２

倍化への動

きは、際限

ない軍拡で暮らしと地域経済を破壊すると指摘。

知事の「防衛力強化すべきは理解できる」との

答弁に、岡田議員は「社会保障費など２倍化で

削られるしわ寄せが起きて、暮らしだけでなく

財政も痛む」と再質問し、政府の軍事費２倍化

容認姿勢の知事を正しました。 
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